一般社団法人映像情報メディア学会
「技術振興賞」コンテンツ技術賞応募に関する注意事項
①  受賞対象
コンテンツ技術賞は、コンテンツ制作（放送番組、データ放送，インターネット配 信、Webコンテンツ、ゲームなど）において、技術的な創意 工夫により制作技術の分野に新機軸、あるいは顕著な改善をもたらしたものであり、その技術を活用してコンテンツの効果を著しく高め、且つ公開（研究会等での発表を含む）されたものとなっています。これに該当するものをご推薦下さい。推薦用紙の基本事項でご確認下さい。
　　
②  業績の成果時期
　　おおむね2年以内のものを対象といたします。
③　推薦用紙に基づく第１次選考
選考専門部会では提出された推薦用紙（補足説明用紙を含む）によって第１次の選考を行い、表彰数（原則３件以内）の約２倍を目処に候補を選択させていただきます。従いまして、よく推敲されたものをご提出下さい。
補足説明書の記載方法は自由形式としますので、分かりやすく記載願います。なお、補足説明書はＡ４用紙２枚（裏表含めて４ページ以内）で、それ以上は認めません。

　　推薦用紙および補足説明用紙の提出方法について
　　推薦用紙および補足説明用紙のPDF版一式を下記宛てにメール添付にてお送りください。
　　　　E-mail ：  ite@ite.or.jp
　　　　件　名 ：　選奨係宛
　（応募書類等は選考委員関係者以外には渡らないよう注意します。）
④　第２次選考
第２次の選考は、原則として候補者による、今後大きな効果が期待される研究・開発・創作・普及等の活動成果の発表（質疑応答を含む）をお願いします。それに基づき選考をいたします。その際、発表説明用の適当な補助資料を配布されることは差しつかえありません。
　　第２次の選考に選ばれた候補者、グループは学会誌でその旨公表します。

⑤　事前審査の連絡者の記載
　　第２次選考に該当する応募に付きましては、第２次選考までの間に、選考委員による電話などによる問
　　い合わせ、あるいは事前調査に伺うことがあります。このための連絡者をあらかじめ記載願います。
　　また、担当選考委員を割り当てるための参考として、応募の案件に関連深い当学会の研究委員会名をご
　　記入下さい。
⑥　候補者氏名の記載方法
　　(1)3名以内の個人名による応募
　　(2)グループ名のみによる応募
　　　  ・開発グループ全員の勤務先・所属・氏名を別紙にご記入ください。人数の制約はありません。
　　　事務局と連絡がお取りいただける方をご指定ください。

　・別紙の書式は自由です。

　・受賞時、表彰状と盾には、グループ名のみを記載いたします。

　　(3)グループ名とグループ名の下に代表者３名以内を記載して応募

　・開発グループ内の４番目以降の関係者の勤務先・所属・氏名を別紙にご記入ください。
　　     人数の制約はありません。

　・別紙の書式は自由です。

　・受賞時、表彰状と盾には、グループ名と３名以内の個人名を記載いたします。
　　     ３名以内の個人名を記載とありますのは、表彰状と盾への記載時の制約によるものです。

　　   ＊会員の方は氏名の後に、会員番号を必ずご記入下さい。
　　
⑦　業績の公表状況
　　映像情報メディア学会誌、年次大会、冬季大会、研究会など当学会に関連する発表を記載下さい。
その他、参考になる公表状況を記載下さい。
⑧　部外との協力
　　記載の活動について他社および他機関の協力を得た場合に記載下さい。
　　なお、受賞の表彰に関しましては、受賞１件につき賞状、賞牌、記念品は１組とさせていただきます。
　　但し、個人別、所属機関別に別途ご希望の場合は実費で承ります。

